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(54)【発明の名称】 表示装置

(57)【要約】
【課題】発光素子間の特性のバラツキによる表示ムラを
低減する。
【解決手段】表示装置は表示画面を構成する複数の有機
ＥＬ素子１６と、これら有機ＥＬ素子１６を駆動する複
数の駆動回路とを備える。特に各駆動回路は有機ＥＬ素
子１６に定電流をそれぞれ流す駆動トランジスタ１７、
および周期的に更新されるデジタル映像信号を保持し、
デジタル映像信号の更新周期に対する駆動トランジスタ
１７の導通期間の長さをデジタル映像信号に対応して制
御するメモリ部２０を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  表示画面を構成する複数の発光素子と、
前記複数の発光素子をそれぞれ駆動する複数の駆動回路
とを備え、各駆動回路は前記発光素子に定電流を流す駆
動スイッチ素子、および周期的に更新されるデジタル映
像信号を保持し、前記デジタル映像信号の更新周期に対
する駆動スイッチ素子の導通期間の長さをこのデジタル
映像信号に対応して制御するメモリ部を含むことを特徴
とする表示装置。
【請求項２】  前記定電流は前記複数の発光素子の発光
輝度がほぼ均一となる範囲で選定された値であることを
特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】  前記メモリ部は１ビットデータを保持す
る複数のレジスタと、デジタル映像信号のビットデータ
をサンプリングして複数の複数のレジスタに格納し、レ
ジスタ毎に異なる長さに設定される期間ずつこれらレジ
スタの内容を駆動スイッチ素子に出力するスイッチ回路
とを含むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項４】  各レジスタは静電容量およびスタティッ
クメモリの一方であることを特徴とする請求項１に記載
の表示装置。
【請求項５】  各駆動回路はさらに前記更新周期の一部
期間でデジタル映像信号の信号源を前記メモリ部に接続
する画素スイッチと前記更新周期の残り期間で前記メモ
リ部を前記駆動スイッチ素子に接続する出力スイッチを
含むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項６】  前記画素スイッチおよび出力スイッチは
それぞれ独立な信号で制御される薄膜トランジスタによ
り構成されることを特徴とする請求項５に記載の表示装
置。
【請求項７】  前記画素スイッチおよび出力スイッチは
共通な信号により制御される互いに異なった導電チャネ
ルの薄膜トランジスタにより構成されることを特徴とす
る請求項５に記載の表示装置。
【請求項８】  各駆動回路はさらに前記駆動スイッチ素
子に対する前記メモリ部の出力を反転するインバータを
含むことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項９】  各駆動回路はさらに前記画素スイッチお
よび前記出力スイッチをそれぞれ構成する薄膜トランジ
スタの制御信号線を電源配線の一部とし、前記駆動スイ
ッチ素子に対する前記メモリ部の出力を反転するインバ
ータを含むことを特徴とする請求項５に記載の表示装
置。
【請求項１０】  各発光素子は有機ＥＬ素子であること
を特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は複数の発光素子が表
示画面を構成するように配列される表示装置に関し、例
えば有機ＥＬ(Electro Luminescence)素子が各発光素子
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として用いられる表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年では、有機ＥＬ表示装置が軽量、薄
型、高輝度という特徴を持つことからノート型パーソナ
ルコンピュータや携帯用情報機器等のモニタディスプレ
イとして注目されている。典型的な有機ＥＬ表示装置で
は、複数の有機ＥＬ素子がそれぞれ表示画素としてマト
リクス状に配列され、画像を表示する表示画面を構成す
る。この表示装置では、さらに複数のゲート線がこれら
有機ＥＬ素子の行に沿って配置され、複数のデータ線が
これら有機ＥＬ素子の列に沿って配置され、複数の画素
スイッチがこれらゲート線およびデータ線の交差位置近
傍に配置される。各有機ＥＬ素子はゲート電圧が静電容
量により保持される駆動トランジスタと一対の電源端子
間で直列に接続される。各画素スイッチは対応ゲート線
から供給される走査信号に応答して導通し、対応データ
線から供給される映像信号の電圧をゲート電圧として駆
動トランジスタに印加する。このゲート電圧は画素スイ
ッチが非導通になった後も静電容量により保持され、映
像信号の更新に伴って再び画素スイッチが導通するまで
駆動トランジスタに印加される。駆動トランジスタはこ
のゲート電圧に依存して増減する電流を継続的に有機Ｅ
Ｌ素子に流し、これにより映像信号の電圧で指定された
階調の輝度で有機ＥＬ素子を発光させる。
【０００３】有機ＥＬ素子は蛍光性有機化合物を含む薄
膜である発光層をカソード電極およびアノード電極間に
挟持した構造を有し、発光層に電子および正孔を注入し
これらを再結合させることにより励起子を生成させ、こ
の励起子の失活時に生じる光放出により発光する。アノ
ード電極はＩＴＯ等で構成される透明電極であり、カソ
ード電極はアルミニウム等の金属で構成される反射電極
である。この構成により、有機ＥＬ素子は１０Ｖ以下の
印加電圧で１００～１０００００ｃｍ／ｍ２程度の輝度
を得ることができる。有機ＥＬ表示装置はこのような自
発光型の有機ＥＬ素子を用いるため、平面表示装置とし
て一般的な液晶表示装置よりも優れた次のような長所を
持つ。第１に、バックライトを必要としないのでより薄
型化できる。第２に、高速に応答するので動画再生に適
している。第３に、低温で輝度低下しないので寒冷地で
も使用できる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】ところで、上述のよう
に各駆動トランジスタが有機ＥＬ素子に流れる電流をゲ
ート電圧に依存して増減する場合、表示ムラが複数の有
機ＥＬ素子間の発光特性、すなわち電流対輝度の関係の
バラツキによって発生する。この問題を解消するために
有機ＥＬ表示装置の外部で映像信号を補正することも考
えられるが、これは回路構造を複雑化する結果になるた
め現実的でない。
【０００５】本発明の目的は、発光素子間の特性のバラ
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ツキによる表示ムラを低減できる表示装置を提供するこ
とにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、表示画
面を構成する複数の発光素子と、これら発光素子をそれ
ぞれ駆動する複数の駆動回路とを備え、各駆動回路は発
光素子に定電流を流す駆動スイッチ素子、および周期的
に更新されるデジタル映像信号を保持し、デジタル映像
信号の更新周期に対する駆動スイッチ素子の導通期間の
長さをこのデジタル映像信号に対応して制御するメモリ
部を含む表示装置が提供される。
【０００７】この表示装置では、全発光素子の表示階調
が駆動電流を変化させる代わりに定電流による駆動時間
を変化させることにより制御される。この場合、これら
発光素子の発光輝度がほぼ均一となる定電流を選定する
ことにより、これら発光素子間の特性のバラツキによる
表示ムラを低減することができる。
【０００８】
【発明の実施の形態】以下、本発明の一実施形態に係る
有機ＥＬ表示装置について添付図面を参照して説明す
る。
【０００９】図１はこの有機ＥＬ表示装置の構成を示
す。有機ＥＬ表示装置は有機ＥＬパネル１０および有機
ＥＬパネル１０を駆動する外部コントローラＣＴにより
構成される。
【００１０】この有機ＥＬパネル１０は、例えばガラス
板上において画像を表示するためにマトリクス状に配置
される複数の表示画素ＰＸ、これら表示画素ＰＸの行に
沿って配置される複数のサンプルゲート線１１、これら
サンプルゲート線１１とそれぞれ対をなす複数のドライ
ブゲート線１１Ａ、これら表示画素ＰＸの列に沿って配
置される複数のデータ線１２、これらゲート線１１，１
１Ａとデータ線１２との交差位置近傍に配置される複数
の画素スイッチ１３、ゲート線１１，１１Ａを駆動する
垂直ドライバ１４、および複数のデータ線１２を駆動す
る水平ドライバ１５を備える。外部コントローラＣＴは
外部信号源から供給される例えば４ビットのデジタル映
像信号および同期信号を受け取り、垂直走査タイミング
を制御する垂直走査制御信号、および水平走査タイミン
グを制御する水平走査制御信号を同期信号に基づいて発
生し、これら垂直走査制御信号および水平走査制御信号
をそれぞれ垂直ドライバ１４および水平ドライバ１５に
供給すると共に水平および垂直走査タイミングに同期し
てデジタル映像信号を水平ドライバ１５に供給する。
【００１１】垂直ドライバ１４はコントローラＣＴから
の垂直走査制御信号によって制御され、各フレーム期間
において順次複数のサンプルゲート線１１にサンプル用
走査信号を供給し、駆動用走査信号を複数のドライブゲ
ート線１１Ａに順次供給する。サンプル用走査信号は例
えば１水平走査期間（１Ｈ）だけ各サンプルゲート線１
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１に供給され、駆動用走査信号はこの水平走査期間に続
く残りの水平走査期間だけこのサンプルゲート線１１と
対をなす対応ドライブゲート線１１Ａに供給する。水平
ドライバ１５はコントローラＣＴからの水平走査制御信
号によって制御され、各水平走査期間において一行分の
表示画素ＰＸのデジタル映像信号をラッチし、これらを
それぞれ複数のデータ線１２にシリアルに供給する。
【００１２】各表示画素ＰＸは有機ＥＬ素子１６、一対
の電源端子ＤＶＤＤ，ＤＶＳＳ間でこの有機ＥＬ素子１
６に直列に接続される駆動トランジスタ１７、対応ドラ
イブゲート線１１Ａからの駆動用走査信号により導通す
る出力スイッチ１８、および画素スイッチ１３を介して
対応データ線１２に接続されると共に出力スイッチ１８
を介して駆動トランジスタ１７のゲートに接続され例え
ば４ビットのメモリ回路２０を有する。駆動トランジス
タ１７はＰチャネル薄膜トランジスタであり、電源端子
ＤＶＤＤは電源端子ＤＶＳＳよりも高電位に設定され、
有機ＥＬ素子１６は駆動トランジスタ１７の導通により
これら電源端子ＤＶＤＤ，ＤＶＳＳ間で順バイアスされ
る。
【００１３】各画素スイッチ１３は対応サンプルゲート
線１１から供給されるサンプル用走査信号により導通
し、対応データ線１２からの４ビットデジタル映像信号
をメモリ回路２０に供給する。メモリ回路２０はこの４
ビットデジタル映像信号をサンプリングし、パルス幅が
映像信号のビット順位に依存した所定電圧のパルス信号
としてこの映像信号を出力する。出力スイッチ１８は対
応ドライブゲート線１１Ａから供給される駆動用走査信
号により導通し、メモリ回路２０から出力されるパルス
信号の電圧を駆動トランジスタ１４のゲートに供給す
る。駆動トランジスタ１７はこのパルス信号のパルス幅
に応じた期間だけ定電流を有機ＥＬ素子１６に流してこ
れを発光させる。
【００１４】メモリ回路２０はデジタル映像信号の第１
ビットデータから第４ビットデータをそれぞれ保持する
４個のレジスタＭ１～Ｍ４、およびこれらレジスタＭ１
～Ｍ４を画素スイッチ１３および出力スイッチ１８を結
ぶノードに順次接続するスイッチＳ１～Ｓ４を有する。
尚、表示パネル１０は表示画素ＰＸの行毎に４本ずつ配
置されゲート線１１，１１Ａと平行なメモリ制御線Ｇ１
～Ｇ４をさらに備え、垂直ドライバ１４はサンプル用走
査信号が供給されるサンプル期間にサンプル許可パルス
をメモリ制御線Ｇ１～Ｇ４に順次供給し、駆動用走査信
号が供給されるドライブ期間に出力許可パルスをメモリ
制御線Ｇ１～Ｇ４に順次供給する。サンプル許可パルス
のパルス幅は一定であり、出力許可パルスのパルス幅は
Ｔ期間、２Ｔ期間、４Ｔ期間、８Ｔ期間のように２ｎ倍
（ここで、ｎ＝０，１，２，３）で順次増大する。サン
プル期間では、スイッチＳ１～Ｓ４がそれぞれサンプル
許可パルスの制御により画素スイッチ１３を介して供給
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されるデジタル映像信号の第１ビットデータから第４ビ
ットデータを順次サンプリングし、レジスタＭ１～Ｍ４
がデジタル映像信号の第１ビットデータから第４ビット
データをそれぞれ保持する。これに続くドライブ期間で
は、スイッチＳ１～Ｓ４がそれぞれ出力許可パルスの制
御によりレジスタＭ１～Ｍ４の内容をパルス信号として
出力スイッチ１８を介して駆動トランジスタ１７に順次
出力する。レジスタＭ１～Ｍ４の内容はそれぞれ１ビッ
トデータ”１”または”０”であり、駆動トランジスタ
１７の導通期間をこれらデータの組み合わせに対応して
１６通りの長さに設定することが可能である。
【００１５】図２は上述の表示画素ＰＸの具体的な構成
を示す。この構成例では、画素スイッチ１３、出力スイ
ッチ１８、およびスイッチＳ１～Ｓ４がＮチャネル薄膜
トランジスタ１３Ａ、１８Ａ、およびＳＴ１～ＳＴ４で
構成され、レジスタＭ１～Ｍ４が各々１ビットデータを
保持する静電容量ＭＣ１～ＭＣ４で構成される。
【００１６】図３はこの有機ＥＬ表示装置の動作を示
す。サンプルゲート線１１がサンプル用走査信号により
高レベルに立ち上がると、画素スイッチ１３がデータ線
１２上で図３に示すように変化するデジタル映像信号を
メモリ回路２０に供給する。この間、デジタル映像信号
の第１から第４ビットデータ”１”，”０”，”
１”，”０”がメモリ制御線Ｇ１～Ｇ４にそれぞれ供給
されるサンプル許可パルスＰ１～Ｐ４に同期してレジス
タＭ１～Ｍ４に保持される。
【００１７】サンプルゲート線１１が１水平走査期間分
のサンプル期間後に低レベルに立ち下がると、ドライブ
ゲート線１１Ａが駆動用走査信号により高レベルに立ち
上がり、出力スイッチ１８が１フレーム期間の残り水平
走査期間分のドライブ期間においてメモリ回路２０の出
力を駆動トランジスタ１７に供給する。このドライブ期
間では、レジスタＭ１～Ｍ４内のビットデータ”
１”，”０”，”１”，”０”がパルス信号としてメモ
リ制御線Ｇ１～Ｇ４にそれぞれ供給される出力許可パル
スＰ１からＰ４によりＴ期間Ｔ、２Ｔ期間、４Ｔ期間、
８Ｔ期間ずつ駆動トランジスタ１７に供給される。駆動
トランジスタ１７はゲート電圧が低レベルに設定された
ときに導通するＰチャネル型であるため、レジスタＭ２
およびＭ４内のビットデータ”０”により低レベルとな
るパルス信号のパルス幅に対応して２Ｔ期間＋８Ｔ期間
だけ導通し、有機ＥＬ素子１６を合計１０Ｔ期間だけ発
光させる。これは、第１階調を最低輝度とし第１６階調
を最大輝度とした場合に有機ＥＬ素子１６の発光輝度を
第１０階調に設定することになる。
【００１８】上述の実施形態の有機ＥＬ表示装置では、
メモリ部２０がデジタル映像信号を時間変調されたアナ
ログ形式に変換する時間変調型デジタルアナログ変換器
として機能し、映像信号の更新周期であるフレーム期間
に対する駆動トランジスタ１７の導通時間の長さを制御*
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*する。すなわち、有機ＥＬ素子１６の表示階調が定電流
による駆動時間を変化させることにより制御される。こ
の場合、これら有機ＥＬ素子１６の発光輝度がほぼ均一
となる定電流を選定することにより、これら有機ＥＬ素
子１６間の特性のバラツキによる表示ムラを低減するこ
とができる。
【００１９】図４は図２に示す表示画素ＰＸの変形例を
示す。この変形例では、出力スイッチ１８がＰチャネル
薄膜トランジスタ１８Ｂで構成され、サンプルゲート線
１１がこの薄膜トランジスタ１８Ｂのゲートに接続され
る。これにより、薄膜トランジスタ１８Ｂはサンプルゲ
ート線１１が高レベルとなったときに非導通となり、サ
ンプルゲート線１１が低レベルになったときに導通す
る。この構成によれば、ドライブゲート線１１Ａを省略
しても、上述の実施形態と同様に有機ＥＬ素子１６の発
光輝度を制御することができる。
【００２０】図５は図４に示す表示画素ＰＸの変形例を
示す。この変形例では、インバータ１９がメモリ回路２
０およびＰチャネル薄膜トランジスタ１８Ｂ間に接続さ
れ、メモリ回路２０の出力を反転する。この構成によれ
ば、メモリ回路２０の出力が高レベルであるときに有機
ＥＬ素子１６を発光させることができる。
【００２１】図６は図５に示す表示画素ＰＸの変形例を
示す。この変形例では、インバータ１９がＮチャネル薄
膜トランジスタ１９ＡおよびＰチャネル薄膜トランジス
タ１９Ｂにより構成される。薄膜トランジスタ１９Ａ，
１９Ｂのゲートはメモリ回路２０に接続される。Ｎチャ
ネル薄膜トランジスタ１９Ａのソースはサンプルゲート
線１１に接続され、Ｐチャネル薄膜トランジスタ１８Ｂ
のドレインは電源端子ＤＶＤＤに接続される、Ｎチャネ
ル薄膜トランジスタ１９ＡのドレインおよびＰチャネル
薄膜トランジスタ１８ＢのソースはＰチャネルトランジ
スタ１８Ｂに接続される。この構成によれば、インバー
タ１９用の電源配線を簡略化することができる。
【００２２】図７は図４に示す表示画素ＰＸの第２変形
例を示す。この変形例では、レジスタＭ１～Ｍ４が各々
２個のインバータＲＶ１，ＲＶ２を持つスタティックメ
モリＭＳ１～ＭＳ４およびＰチャネル薄膜トランジスタ
ＳＤ１～ＳＤ４で構成される。サンプルゲート線１１は
薄膜トランジスタＳＤ１～ＳＤのゲートに接続される。
これにより、薄膜トランジスタＳＤ１～ＳＤは薄膜トラ
ンジスタ１８Ｂと一緒に導通し、ドライブ期間において
サンプリングデータをメモリＭＳ１～ＭＳ４に保持させ
る。この構成によれば、サンプリングデータを静電容量
の場合よりも安定に保持することができる。
【００２３】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、発光素子
間の特性のバラツキによる表示ムラを低減できる表示装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の第１実施形態に係る有機ＥＬ表示装置
の構成を示す回路図である。
【図２】図１に示す表示画素の具体的な構成を示す回路
図である。
【図３】図１に示す有機ＥＬ装置の動作を示すタイムチ
ャートである。
【図４】図２に示す表示画素の変形例を示す回路図であ
る。
【図５】図４に示す表示画素ＰＸの変形例を示す回路図
である。 *
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*【図６】図５に示す表示画素ＰＸの変形例を示す回路図
である。
【図７】図４に示す表示画素ＰＸの第２変形例を示す回
路図である。
【符号の説明】
１３…画素スイッチ
１６…有機ＥＬ素子
１７…駆動トランジスタ
１８…出力スイッチ
２０…メモリ部

【図１】

【図３】
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